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学位授与の要件 学位規則第 4 条第 2 項該当









皮膚表面近傍の皮下組織(筋肉など)を対象としたものに限られていた。近年、薬物送達システム (Drug Delivery 







の細胞とその細胞間隙の脂質多重層とから構成されており、通常 5 --50μm の厚さをもっているため、特定の薬物
を除いて、全身性の作用を期待して薬物を皮膚に適用する場合には、角質層のバリア一機能を一時的に低下させて、
皮膚透過性を改善させることが不可欠となる。薬物の皮膚透過性を改善するひとつとして、皮膚透過促進剤(エンハ
ンサー)を用いる方法がある o エンハンサーの皮膚透過促進作用に関する研究の多くは、 in vitro における薬物の皮
膚透過および in vivo における薬物の血中濃度を指標としたものである o その他、角質層の構造変化をフーリエ変換
式赤外分光光度計/減光全反射法 CFT-IR/ATR 法)などで測定して、エンハンサーの機能を評価する試みもこれま


























































5) in vivo におけるインドメタシンの皮膚透過性は、ペトロセリン酸で著しく増大し、オレイン酸の作用は相対的に
弱いことを見出した。これらペトロセリン酸、オレイン酸と角質層脂質構成飽和脂肪酸(パルミチン酸、ステアリン
酸)との相互作用を分子力学的に解析し、ペトロセリン酸がオレイン酸に比較して、飽和脂肪酸との相互作用が大き
いことを示した。
以上の成果は、シス型高級不飽和脂肪酸をモデルに、経皮吸収促進剤の作用を角質層のみならず真皮組織について
も総合的に評価するシステムを提示しており、博士(薬学)の学位を授与するに、ふさわしいものと考える o
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